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 ◇ 提言「学校教育を中心とした環境教育の充実に向けて」の公表 
 　 （ご報告）
 ◇ 公開シンポジウム「戦争と人類学」の開催（ご案内）  
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■----------------------------------------------------------------- 
　　　提言「学校教育を中心とした環境教育の充実に向けて」の公表 
 　　（ご報告） 
------------------------------------------------------------------■

　環境学委員会環境思想・環境教育分科会が、提言「学校教育を中心とした
環境教育の充実に向けて」を公表しました。

　環境教育の重要性とそれを取り巻く現状を踏まえ、今後の我が国の環境教
育に関するアクションプランとして、以下の７つの提言をまとめました。

(1)全国すべての児童、生徒、学生に対して、学校教育は自然の驚異や環境の
   大切さ、景観の美しさを感じる心を養い、併せて人間と環境の適切な関係
   について学ぶことのできる機会を提供するべきである。
(2)学校教育のなかで教科横断的な領域として「環境教育」を位置付け、環境
   学習のための単元づくりや各教科との連携を企画・構想できるコーディネ
   ーターとしての環境教育専任教員を配置するべきである。
(3)すべての教員養成課程受講者に対して環境教育（自然体験を含む）を義務
   付けるべきである。
(4)これからの教職大学院や現職教員の免許更新においても、環境教育関連の
   履修コースを増強し、必修とするべきである。
(5)わが国のすべての大学・大学院は「環境」に関する広汎な教育研究に、専
   攻分野の違いを越えて取り組むべきであり、その成果は学生に対する一般
   的な「環境教育」として、また教員養成課程にあたっては、「環境教育」
   担当能力の育成を通じて社会化するべきである。
(6)大学には環境を幅広く捉え、全般的に研究・教育する各分野の専門研究者
   を配置することとし、全ての学生が環境に関する基礎知識を得るよう、教
   養教育を充実させるとともに、大学の地域に対する貢献活動を推進させる
　 べきである。
(7)児童、生徒、学生、成人各々にふさわしく有効な環境体験の多様な場所・
   施設・環境を全国各地に確保するべきである。


　提言全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 
　　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html

　【お問い合わせ先】 
    日本学術会議事務局参事官(審議第一担当)付  関
　　Tel:03-3403-1056 FAX：03-3403-1640  E-mail:s253＠scj.go.jp 


■----------------------------------------------------------------
　　　　公開シンポジウム「戦争と人類学」の開催（ご案内） 
------------------------------------------------------------------■

　人類の進化史を「戦争」というキーワードで眺めたとき、個体間の闘争か
ら集団間の組織的な闘争へと変化していった。その変遷と人類学的課題を、
いろいろな分野の研究者が講演し議論することを目的としたシンポジウムを
開催いたします。

　◆日　　時：平成２０年９月２８日（日）１３：２０～１７：３０
　◆場　　所：東京大学理学部二号館大講堂
　◆開会挨拶：青木健一（東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻人類学
　　　　　　　大講座教授）
　◆趣旨説明：斎藤成也（国立遺伝学研究所教授，日本学術会議会員、自然
　　　　　　　人類学分科会委員長）
　◆講　　演：司会）印東道子（国立民族学博物館教授、日本学術会議連携
　　　　　　　　　　会員、自然人類学分科会委員）
　　　　　　　１)中橋孝博（九州大学比較社会文化研究院教授）
　　　　　　　　 「日本列島を中心とした先史時代の戦争を骨から探る」
　　　　　　　　 ｛仮題｝
　　　　　　　２)山極寿一（京都大学大学院理学研究科教授、日本学術会
                 議連携会員、自然人類学分科会委員）
　　  　　　　　 「類人猿の暴力と闘いから見た所期人類の社会性：狩猟
                 仮説の再検討」
　　　　　　　３)栗本英世（大阪大学Global Collaboration Centerセンタ
                 ー長、日本学術会議連携会員）
　　　　　　　　 「現代アフリカの戦争における、エスニック、ローカル、
　　　　　　　　 グローバルな特性」
　◆コメント：司会）印東道子
　　　　　　　１)海部　陽介（国立科学博物館人類研究部研究員）
　　 　　　　　　「古人類学からのコメント」
　　　　　　　２)赤澤威（高知工科大学教授、日本学術会議連携会員、自然
　　　　　　　　 人類学分科会委員）
　　 　　　　　　「先史人類学からのコメント」｛仮題｝
　　　　　　　３)長谷川壽一(東京大学大学院総合文化研究科教授、日本学
                 術会議会員、自然人類学分科会委員）
　　 　　　　　　「認知科学からのコメント」｛仮題｝
　　　　　　　４)石田勇治（東京大学総合文化研究科地域研究専攻教授）
　　 　　　　　　「歴史学からのコメント」
　◆パネルディスカッション：司会）遠藤秀紀(東京大学総合研究博物館教授、
　　　　　　　　　　　　　　　　　日本学術会議連携会員、自然人類学分科
　　　　　　　　　　　　　　　　　会幹事）
　　　　　　　　　　　　　　登壇）講演者全員

　※参加申込方法
　　E-mailもしくはFaxにて必要事項（氏名、所属、連絡先電話番号、Ｅ-mail
　　アドレス）をご記入の上、以下の問い合わせ先担当宛、お申し込みくださ
　　い。
　　国立遺伝学研究所　集団遺伝研究部門　斎藤研究室
　　E-mail:saitounr@lab.nig.ac.jp　Fax: 055-981-6789
　　定員（170名）となり次第、締め切りとさせていただきます。
　
　詳細については、以下のＵＲＬ（日本学術会議ＨＰ）を御覧ください。
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/59-s-2-3.pdf
　
　【問い合わせ先】 　
　　日本学術会議事務局第二部担当　小川
　　Tel：03-3403-1091


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-08.html
********************************************************************

====================================================================　
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
====================================================================
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
